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要　旨
モンゴルの持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けた取り組みは、民間企業と国有企業の協力によって推進されている。こ

れは、モンゴル議会で承認された「持続可能な開発ビジョン2030（SDV-2030）」でも指摘されている。民間企業は、経済の多様
化、イノベーション、雇用創出、社会的責任プロジェクトを通じて主にこれに寄与しており、国有企業は国家資源とインフラの管理
において不可欠な基盤的な役割を果たしている。国の政策文書を背景に、企業は2019年までに現在のSDGsの理念を採用し、
SDGsの推進と普及に向けた企業の取り組みは、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行による一時的な減速にもかかわらず、
着実に増加している。
本稿は、モンゴルの民間および国有企業がモンゴルの持続可能開発アジェンダに事業運営をどのように収斂させようとしているか

について、その主な取り組みと役割を紹介する。双方のセクターは、具体的な取り組みと構想を通じて、持続可能な開発への取
り組みを強化している。さらに、環境、社会、ガバナンス（ESG）の原則の統合が勢いを増しており、企業は倫理的なガバナンス、
社会的責任、環境管理に重点を置いていることを紹介する。モンゴルがSDGsの目標を推進していく中で、ESGを重視した企業
戦略の育成は、政策実施のギャップや持続可能な投資のギャップを埋める上で極めて重要である。官民連携（PPP）の強化、責
任ある投資の促進、ガバナンス構造の強化は、モンゴルが2030年までにSDGsの目標を達成するために不可欠である。モンゴル
だけでなく、北東アジア全体でも、長期的な持続可能な開発を実現するための革新、部門横断的な連携、政策間の整合性の重
要性について、さらに研究が必要である。
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